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特　集 雨に強い都市づくりと推進工法

はじめに1
　昨年2011年は、これまでかつて私
たちが経験したことのない大災害に見
舞われ、それと同時に多くの教訓を学
んだ。これらは決して忘れてはならな
いことであると思う。
　その中にあって下水道事業に携わる
私たちにとっては、下水道施設の耐震
化の大切さを強く再認識をした年でも
あった。現在我が国が取り組んでいる下
水道整備の大きな三つの課題は、耐震
化、老朽化対策、そして浸水対策である。
　下水道の役割の一つに「雨水の排除」
がある。それはすなわち雨水を速やか
に排除して浸水被害をなくすことであ
る。近年、地球温暖化が主な原因とされ
ている、局地的に発生するゲリラ豪雨

と呼ばれる激しい集中豪雨に対応する
ため、都市部を中心に雨水対策施設が
整備されている（写真−1）。本稿では雨
水対策事業の現状を踏まえ、最近の雨
水貯留管事情と、それに係わる管路施
設の主役でもある推進管（推進工法用
鉄筋コンクリート管）の性能と推進工法
用内圧管の規格化について説明したい。

これまでの下水道整備2
　現在、我が国の下水道普及率は全国
平均で75%に達しており、私たちの
暮らしは先進国の中でも有数の清潔で
豊かなレベルになった。この下水道普
及率は主に汚水整備を対象に人口比率
で換算した数値であり、私たち資器材
メーカは下水道といえば汚水管、つま
り自然流下で使用する管材を指すとの
認識の中でこれまで供給を続けてき
た。そのため継手性能はともかく、管
体の強度は鉛直荷重（土圧＋活荷重）
から求められる外圧強度ぐらいで、あ
とはむしろ推進中に管材が耐えうる強
度を有しているかどうかが注目され、
竣工後の維持管理上の強度に対しては
比較的無頓着であったといっても過言
ではない。その背景には、下水道（汚

水）は自然流下であり、通常の状態で
は流量もさほど多くなく、ましてや管
内が満水になるような状況は想定して
いなかったからである。

汚水から雨水へ3
　汚水の整備が進む中で、雨水事業に
ついても合流式（日常は汚水を流しな
がら、雨が降ったときにはその管に雨
水を集めて流す）によって整備が進め
られた地区も多くあった。結果そのこ
とがオイルボールなど海洋汚染の原因
となることが社会問題となり、今日ほ
ど地球温暖化が叫ばれていないまで
も、雨水対策として分流式（汚水とは
別に雨水専用の管路）で整備を進める
自治体も増加してきた。
　雨水管きょの中でも、雨水を集めて
河川や海へそのまま放流するいわゆる
放流きょの場合、大雨のときには水は
上流から下流に向かってそれこそ濁流
となって勢いよく流れ出るが、下流が
閉塞していない（開放されている）の
で管内には水圧（内圧）は作用しな
い。したがって管の強度計算をする際
にも、感覚的には自然流下の汚水管と
比べて、雨水管は呼び径の大きな管で
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単に大量の水を流せる管、といったイ
メージが先行して行ったのでないか。

下水管でも圧力管はあるのか？4
　これまで下水道管路でも圧力管路
（内圧管）はもちろん存在していた。
例えば下水処理場内の圧送管や、河川
の伏せ越し部に使われたサイフォンと
呼ばれる管である。しかしその区間延
長は下水道管路全体の総延長のごく一
部であり、私たちが持つ一般的な圧力
管といえは、上水道や工業用水、そし
て農業用水といったところになる。
　その農業用水であるが、かつて管材
の主役はヒューム管（開削管）であっ
たことをご記憶されておられる方は、
この業界でもかなりの経験者の方か、
OBとなられた世代の諸先輩の方々で
はないかと思う。残念ながら現在では
強化プラスチック複合管にその主役の
座は奪われている。
　しかしその痕跡は、ヒューム管の規
格にも純然と残っている。その時代に
制定され、現在でも設計施工要覧に記
載されている「内圧管の設計」が、実
は現在の雨水貯留管の内圧計算の基礎
となっているのである。さらにおおも
との文献は、農業土木全体を幅広く詳
細に規定したもので、これまでに幾度
も編纂を重ね、現在では農村振興局整
備部設計課監修、㈳農業農村工学会発
行による「土地改良事業計画設計基準

及び運用・解説/設計：パイプライン」
となって存在している。これは下水道
事業においても内圧管を語るのに欠か
すことはできない重要な資料となって
いる。
　これまで日本下水道協会規格
（JSWAS）には鉄筋コンクリート管の
資器材記号としてA-○と規定されて
おり、その中のヒューム管に該当する
ものには、
A-1＝下水道用鉄筋コンクリート管
A-2＝下水道推進工法用鉄筋コンクリ
　　　ート管
A-6＝下水道小口径管推進工法用鉄筋
　　　コンクリート管
A-8＝下水道推進工法用ガラス繊維鉄
　　　筋コンクリート管
　の4種類がある。かつてはこの中の
何れにも規定されている共通する管の
強度は、管の上部から作用する外圧強
度と、推進管に限っていえば推進時に
管の軸力方向に作用する許容耐荷力の
みだった。言い換えれば、この2点の
みを照査すれば要求される管の性能と
して十分だったのである。
　ではヒューム管（開削管）を内圧管
として使用する場合はどうか？いうま
でもなく設計施工要覧でも内圧管は外
圧強度に付加して内圧強度を照査して

管種を選定する必要があると考えられ
てきた。

推進工法用内圧管の初採用5
　では推進管はどうなのか？内圧強度
を照査しなくて良いのだろうか？その
ような素朴な疑問を抱いている最中
に、私たちは愛知県某市において本格
的に整備を開始する、大雨対策の雨水
貯留管の設計と巡り会った。
　これまで私たちは、内圧管であって
も管体の内圧強度の照査は無視して
（というよりはその認識すら持ち合わ
せていなかった）継手性能だけを照査
し、選定された管種を供給してきた。
しかし本件では発注者、設計コンサル
タントの方々と慎重に協議を重ね、設
計条件が浸水被害を防止する目的で、
大雨時には下流を閉塞して満水とする
貯留管のため、管きょには最高静水位
からの静水圧が作用することになるた
め、内圧管としての強度も照査すべき、
との結論に達した。そこで、前出の設
計手法に則って管種選定を行った結
果、平成16年度に呼び径2400のA-8
規格管（下水道推進工法用ガラス繊維
鉄筋コンクリート管/通称：セミシー
ルドパイプ、以下、SSP）が採用された。
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